
　
現
代
社
会
は
、
気
候
変
動
や
環
境
破

壊
、
食
糧
不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
資
源

枯
渇
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
未
知
の
感
染

症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
農
学
は

こ
う
し
た
地
球
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
扱
う
総
合
科
学
で
あ
り
、
解
決
に
向

け
て
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す

る
重
要
な
学
問
分
野
で
す
。

　
東
京
農
工
大
学
の
農
学
部
は
、
日
本

の
農
産
業
黎
明
期
に
内
務
省
勧
業
寮
内

内
藤
新
宿
出
張
所
内
に
設
置
さ
れ
た
農

事
修
学
場
を
創
基
と
し
、
１
５
０
年
を

超
え
る
歴
史
の
中
で
時
代
が
必
要
と
す

る
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し

た
。
持
続
可
能
な
未
来
を
創
造
す
る
た

め
に
、
最
新
の
Ａ
Ｉ
や
情
報
通
信
技
術
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
取
り
入
れ
る
な

ど
常
に
進
歩
を
続
け
な
が
ら
、
農
・

食
・
環
境
・
生
命
科
学
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
教
育
・
研
究
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　　　　
本
学
の
農
学
部
は
、
生
物
生
産
学
科
、

応
用
生
物
科
学
科
、
環
境
資
源
科
学
科
、

地
域
生
態
シ
ス
テ
ム
学
科
、
岩
手
大
学

と
の
共
同
獣
医
学
科
の
５
学
科
で
構
成
。

水
産
以
外
の
農
学
に
お
け
る
ほ
ぼ
す
べ

て
の
領
域
を
網
羅
し
、
自
然
科
学
を
は

じ
め
人
文
・
社
会
科
学
、
国
際
交
流
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
教
員
１
人
あ
た
り
の
学
生
数
が
少
な

い
こ
と
も
、
本
学
の
特
色
で
す
。
教
員

と
学
生
と
の
距
離
が
近
い
た
め
に
質
問

や
相
談
が
し
や
す
く
、
研
究
活
動
で
は

学
科
や
研
究
室
の
枠
を
越
え
て
教
員
に

意
見
を
求
め
る
様
子
が
日
常
的
に
見
ら

れ
ま
す
。
外
国
人
や
若
い
教
員
も
多
く
、

教
員
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
多
様
な

こ
と
も
、
学
生
の
視
野
を
広
げ
る
上
で

大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
農
学
部
の
学
生
た
ち
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
都
市
・
東
京
に
あ
り
な
が
ら
緑
豊
か

な
府
中
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
の
び
の
び
と

学
生
生
活
を
送
り
ま
す
。
東
京
ド
ー
ム

約
６
個
分
の
広
い
敷
地
の
中
に
は
、
校

舎
は
も
ち
ろ
ん
、
実
習
を
行
う
圃
場
や

牛
舎
も
あ
り
、
座
学
で
の
講
義
と
フ
ィ

ー
ル
ド
で
の
実
践
教
育
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
受
け
ら
れ
る
理
想
的
な
環
境
で
す
。

さ
ら
に
遺
伝
子
実
験
施
設
、
先
進
植
物

工
場
研
究
施
設
、
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
、

感
染
症
未
来
疫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
野

生
動
物
管
理
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
硬

蛋
白
質
利
用
研
究
施
設
と
い
っ
た
専
門

的
な
研
究
を
行
う
施
設
も
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
り
、
学
生
た
ち
は
最
先
端
の
科

学
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
刺
激
的
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　　　　
教
育
の
み
な
ら
ず
、
研
究
大
学
と
し

て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
成
果
を
発
信

し
て
い
る
こ
と
も
、
本
学
の
大
き
な
魅

力
で
す
。
国
内
外
か
ら
研
究
者
が
集
ま

り
、
安
定
的
な
作
物
生
産
に
向
け
た
研

究
に
加
え
て
，
農
業
イ
ン
フ
ラ
や
機
械

開
発
な
ど
の
周
辺
技
術
、
創
薬
、
感
染

症
対
策
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
野

生
動
物
管
理
、
地
域
活
性
化
な
ど
、
幅

広
い
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
循
環
型
の
都

市
農
業
の
研
究
も
、
東
京
に
あ
る
本
学

だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

研
究
課
題
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
工
学
部
を
持
つ
強
み
を
活
用

し
た
融
合
分
野
の
研
究
も
、
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
注
目
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
技

術
を
駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
や
林
業
、

計
算
機
支
援
農
業
の
研
究
、
動
物
の
治

療
に
使
用
す
る
生
体
材
料
の
開
発
な
ど

も
、
農
・
工
が
連
携
し
た
本
学
の
重
要

な
研
究
分
野
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究

は
学
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
大
学
や
産

業
界
と
の
連
携
、
国
際
共
同
研
究
も
活

発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
研

究
力
は
、
英
国
の
世
界
大
学
評
価
機
関

の
ク
ア
ク
ア
レ
リ
・
シ
モ
ン
ズ
社
が
発

表
し
た
２
０
２
５
年
世
界
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
の
農
学
・
森
林
科
学
分
野
に
お
い

て
国
内
第
３
位
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

世
界
で
は
第
49
位
、
ア
ジ
ア
第
10
位
と

い
う
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
研
究
意
欲
も
高
く
、
毎
年
学

部
卒
業
生
の
６
割
以
上
が
大
学
院
に
進

学
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
や
る
気
の
あ

る
人
に
は
サ
ポ
ー
ト
を
惜
し
ま
な
い
の

で
、
サ
ポ
ー
ト
を
フ
ル
活
用
し
て
世
界

に
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
社
会

の
課
題
は
変
化
し
て
い
き
ま
す
か
ら
、

時
代
に
即
し
て
柔
軟
に
、
目
の
前
の
課

題
を
一
つ
一
つ
解
決
で
き
る
人
に
成
長

し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
の
魅
力
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を

運
ん
で
見
る
と
、
よ
り
一
層
実
感
で
き

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ハ
イ
ク
、
学

園
祭
な
ど
、
施
設
を
見
学
し
た
り
、
教

員
や
在
校
生
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
り

す
る
機
会
を
数
多
く
設
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
牛
の
育
種
改
良
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
、
効
率
化

す
る
た
め
の
体
外
受
精
卵
の
移
植
も
「
受
胎
率
が
低

い
」
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
農
工
大
グ
ロ
ー
バ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
院
の
杉
村
智
史
教
授
は
、
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
な
ど
独
自
の
指
標
で
受
胎
率
が
高
く
な

る
体
外
受
精
卵
を
選
別
す
る
技
術
を
開
発
。
従
来
は
20

〜
30
％
だ
っ
た
受
胎
率
を
40
〜
50
％
に
引
き
上
げ
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。
他
の
選
別
法
よ
り
難
産
リ
ス
ク

を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
農
工
大
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
株
式
会
社PIXTURE

は
こ
の
技
術
を
活

用
し
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
牛
を
短
期
間
に
創
出

す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
第
１
号
は
、

お
な
か
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
な
い
Ａ
２
ミ
ル
ク
を
産
生
す
る

「
Ａ
２
牛
」
の
育
成
。
大
学
と
連
携
し
、
Ａ
２
牛
を
量

産
す
る
た
め
の
実
証
実
験
や
Ａ
２
ミ
ル
ク
の
試
験
販
売

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
事
業
モ
デ
ル
と
し
て
確
立

で
き
れ
ば
、
環
境
に
や

さ
し
い
、
暑
さ
に
負
け

な
い
牛
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
牛
群
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
作
り
出
す
ビ

ジ
ネ
ス
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　農工大がある東京多摩（西東京）は
豊かな自然と都市の両面を併せ持つエ
リアで、新たな産業が生み出されるポ
テンシャルを秘めています。農工大は
多摩地区にある電気通信大学、東京外
国語大学と連携し、2025年4月、府
中キャンパス内に「西東京国際イノ
ベーション共創拠点」をオープン。農
工大の研究シーズの「食」「農」「エネ
ルギー」に焦点を当て、研究機関や民
間企業、スタートアップ、自治体など
とともに、多摩地域の未来につながる
研究開発や新たな事業の創出をめざし
ます。キャンパスの西側、国分寺街道
沿いに新築された建物内には、シェア
オフィスやテストキッチン、交流ラウ
ンジなど、活動をサポートするスペー
スを用意。1階には生活雑貨店「無印
良品」が出店し、商品開発やセミナー・
イベントの開催で大学と連携するほ
か、カフェテリアや地場の農作物を提
供するレストランは、地域住民も気軽
に利用できる場となっています。

　
バ
ナ
ナ
の
根
に
感
染
す
る
と

立
ち
枯
れ
を
起
こ
し
、
壊
滅
的

な
被
害
を
も
た
ら
す
「
萎
凋

病
」。
バ
ナ
ナ
の
有
機
栽
培
で

生
計
を
立
て
て
い
る
ペ
ル
ー
・

セ
ル
バ
地
域
の
小
規
模
農
民
に

と
っ
て
、
萎
凋
病
の
拡
大
は
生

活
を
脅
か
す
深
刻
な
問
題
で
す
。

農
工
大
の
有
江
力
教
授
が
率
い

る
日
本
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

「SATREPS

（
地
球
規
模
課
題

の
解
決
に
向
け
た
日
本
と
開
発

途
上
国
と
の
国
際
共
同
研
究
を

推
進
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
を

通
し
て
現
地
ペ
ル
ー
の
教
育
・

研
究
機
関
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

萎
凋
病
対
策
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
有
江
教
授
ら
が
開
発

し
た
萎
凋
病
菌
の
特
異
的
診
断

シ
ス
テ
ム
や
生
物
農
薬
を
利
用

し
た
低
環
境
負
荷
の
病
害
制
御

法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
「
バ

ナ
ナ
萎
凋
病
総
合
管
理
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
を
、
自
治
体
に
提
案
。

バ
ナ
ナ
栽
培
地
で
こ
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
基
づ
い
て
農
家
に
指
導

す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
な
ど
、

技
術
の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

対
策
シ
ス
テ
ム
で
病
害
を
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
バ

ナ
ナ
の
安
定
的
な
生
産
が
実
現

し
、
農
民
の
生
活
水
準
向
上
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
セ
ル
バ

地
域
だ
け
で
な
く
、
世
界
的
な

大
問
題
と
な
っ
て
い
る
バ
ナ
ナ

萎
凋
病
の
解
決
策
に
も
な
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

高校生の時に農
業に興味を持ち、
志望しました。
広大なキャンパ
スで実験や実習

を含め充実した環境のもと農学を
学び、多くの専門分野に触れるこ
とができました。卒論や修論で途
上国に滞在し土壌を研究する中で、
次第に海外で営農指導に携わりた

いという思いが強まり、

国内外で開発事業を行うコンサル
タントに就職。現在担当している
国営土地改良事業における営農計
画の策定では、大学で学んだ知識
を活かす場面もあり、特に農家の
方々への聞き取り調査では大学時
代の経験が役立っています。社会
人ドクターとして博士号取得を目
指し、研究と実践の両面から、国
内外の農業の発展に貢献していき
たいと考えています。

　文理に囚われ
ず多様な学問分
野を横断的に学
ぶことができる
地域生態システ

ム学科に入学。学部と大学院で
水撃圧波形を利用した農業用パ
イプラインの漏水検知手法を実
用化するための研究を行いまし
た。その経験から農業生産基盤
を維持する仕事に就きたいと考

え、農林水産省へ。現在は青森
県で老朽化した水利施設の改修
工事に従事しています。政策立
案時は多面的に物事を捉える必
要があり、農学部で学んだ問題
解決への柔軟な思考が活かされ
ています。農工大は学生数が少
なく学生同士や先生との距離が
近いことが魅力です。互いに刺
激を受けながら自分の興味や可
能性を広げてください。

全
国
農
学
系
学
部
長
会
議

―
農
学
が
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ
―

全
国
農
学
系
学
部
長
会
議

―
農
学
が
つ
な
ぐ
ミ
ラ
イ
―

PR PR

世
界
レ
ベ
ル
の
確
か
な
研
究
力

「
農・工
」融
合
の
研
究
も
展
開

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
践
的
な
農
学
の
学
び
を

農学は、食料生産や環境など人類が直面している社会課題の多くにかかわる学問
だ。その解決には、農学を学んだ人材の英知が欠かせない。学生教育や研究力で
高い評価を得ている東京農工大学の農学部では、未来を切り拓く人材をどのよう
に育てているのか。2025年4月に農学部長に就任した斎藤広隆氏に話を聞いた。

Interview

さいとう・ひろたか／東京大
学大学院農学生命科学研究科
修士課程修了、ミシガン大学
土木・環境工学専攻博士課程
修了（Ph.D.）。東京農工大学
大学院准教授を経て、2017
年より教授。専門は地域環境
工学分野の土壌物理学。土中
物質移動のモデリング・数値
解析やその応用研究に取り組
んでいる。

OB/OG  Interview

PICK-UP ①HOT TOPICS
大学発の畜産ベンチャー
新技術で短期間の品種改良を実現

PICK-UP ②
国際共同研究で食料安定供給に寄与
バナナ生産の脅威「萎凋病」の拡大を防げ！

キャンパス内に
新事業を創出する
産学連携拠点を新設

斎藤 広隆
農学部長

〒183-8509　東京都府中市幸町3-5-8　TEL.042-367-5798　https://www.tuat.ac.jp/department/agriculture/

東京農工大学 農学部
Tokyo University of Agriculture and Technology

農学部本館（登録有形文化財）

社会ニーズに応える次世代型牛群

ペルー・日本の学生らが協働

内野 里紗さん 清水 拓哉さん
府中キャンパスの広大な実験圃場

株式会社三祐コンサルタンツ 国内事業本部 東京支社 技術部
2018年大学院農学府生物生産学科専攻（修士）修了

農林水産省 東北農政局 津軽土地改良建設事務所
2024年農学府国際イノベーション農学専攻（修士）修了


